
セメント改良

当初施工基盤

変更施工基盤

１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：東九州道 須美江地区１号函渠工

工事
�２ 発 注 者：国土交通省 延岡河川国道事務所
�３ 工事場所：宮崎県延岡市須美江町地内
�４ 工 期：平成２２年１０月２０日～

平成２３年６月２０日
作業土工：１．０式 地盤改良工：９９０�
基礎コンクリート：１４０m プレキャストアーチ
カルバート工：４４m
今回、作業土工の床掘を進める中で、施工基盤
部における地盤が軟弱であったため、平板載荷試
験による所定の支持力が得られず、地盤改良の必
要が生じた。その後、試掘を行ったところ１ｍ～
２m下に良質地盤が確認され、不良土分を良質
地盤まで掘削し再試験にて支持力をクリアした。

経済性・施工性等を含めた検討の結果、当初施工
基盤の高さまで、地盤改良（セメント改良）を行
うこととなった。

２．現場における課題

今回、床掘を完了させるにあたり、現場内に掘
削土砂を置けず、２００mほど離れた箇所に仮置き
を行った。通常浅層セメント改良においては原位
置混合方式が主であるが、前述の理由によりバッ
クホゥ攪拌による仮置場にての改良、事前混合方
式となった。事前混合方式とはいえ、プラント攪
拌混合を行うような大規模な改良でもなく、専用
機使用でもないため、混合むらが生じる等の品質
低下が懸念された。また仮置場にて、対象土を区
割りしセメントを散布混合する方法にしても、仮
置土が山状にしか置けなかったため、対象土を敷
均し区割りをするヤードと手間がかかり、かなり
の施工ロスが懸念された。以上を踏まえ、セメン
ト安定処理における施工能率アップを含めた品質
向上を課題として取り組んだ。

３．工夫・改善点と適用結果

まず考慮したのは、広範囲を避け対象土が容易
に使用できる最小限の範囲で簡易な現場改良プラ
ントを計画することであった。改良に必要な土量
を考慮し、仮置場中段に位置決めを行い、攪拌ピ
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図－１ 横断図
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ットとして２０�鋼製水槽を配置し、前後に土砂投
入・攪拌用バックホゥとセメント投入・改良後積
込用バックホゥを配置する計画とした。土砂投入
用のバックホゥについては、スケルトンバケット
を使用し、土塊、大きな石を含まない土砂の選別
に努めた。

改良材運搬

攪拌ビット

バックホゥ：セメント投入、改良材積込 バックホゥ：土砂投入、攪拌

仮置場

セメント 1ｔ袋

図―２ 配置図

図―３ 配置写真

対象土は、礫質・砂質・粘性土の混合状態で、
室内配合試験においては、最大粒径の大きい材料
が使用でき現場状態に近い試験を行うために、通
常の５cmに替え１０cmモールドにて供試体を作
成し、室内配合試験より、特殊セメント一般軟弱
土用：添加量１２７kg／�に決定した。
現場配合について、今回の添加量では土砂１�
に対してセメント１２７kgであるが、セメントが１
ｔ袋であるため、必要量を小出しに計量するのは
手間もかかる事から、セメント１ｔに対して土砂
７．８�と逆算した。求めた７．８�は締固めた土量で
あり、ピットに投入する土砂はほぐした状態であ

る。対象土においては、表－１土量の変化率１．３３
～１．３９であるが、実際にピット内に投入し土量測
定のために多少は締めるので、１．３３の値を用い、
７．８７＊１．３３＝投入土量１０．３�と設定した。

表―１ 土量の変化率

攪拌ピットの形状寸法よりH＝１．４３mの場合
に投入土砂１０．３�となるので、その位置にマーキ
ングを行い、土砂投入高さとした。（バックホゥ
アームの油圧部が入らない高さ。）

Ｗ＝1800mm

H=2100mm

L=4500mm

H=1430mm

図―４ 攪拌ピット寸法図

攪拌は、土砂・セメントの色が単独で認められ
なくなるまでを基本とし、初回混合によりフェ
ノールフタレイン反応等による品質確認を行い、
１ピット４分間の混合時間を設定した。また改良
土の自然含水比を測定しながらの締固め管理を実
施し品質向上に努めた。

結果、現場配合の一軸圧縮強度において設計現
場目標強度１，３５２KN/�に対して、１，８３９と１，９３５
KN/�の結果が得られ、施工のバラツキによる
強度低下もなく改良品質が向上し、材料の食い込
み施工管理手間も軽減できた。

４．おわりに

今回、小規模な事前混合を実施したが、少しの
工夫と改善でロスを軽減し品質を向上させる施工

図―５ 投入～混合
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ができ、経済的となる場合もあるのだと実感でき
た。現場を終えて一つ改善点をあげれば、鋼製ピ
ットについては今回、鋼製水槽を利用したが、鉄
板がやや薄手でありバックホゥで混合することか
ら、最終的に補修せねばならない部分もあり、次
回に同じような機会があれば、もう少し頑丈な鋼
製ピットの使用を考慮したい。
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